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令
和
３
年
度　

第
２
回
全
体
研
修
会

テ
ー
マ　

①
さ
い
た
ま
市
内
の
入
退
院
支
援
ツ
ー
ル
（
案
）
の
説
明

　
　
　
　

②
入
退
院
時
連
携
の
や
り
や
す
か
っ
た
事
、
困
っ
た
事
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　

③
支
援
ル
ー
ル
へ
の
質
問
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
説
明

開
催
日
時　

令
和
３
年
７
月
13
日
（
火
）
13
時
00
分
〜
15
時
00
分

開
催
方
法　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
方
式

本
年
度
、
第
２
回
全
体
研
修
は
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
方
式
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
48
名
、
内
容
は
「
さ
い
た

ま
市
入
退
院
支
援
ル
ー
ル
の
作
成
に
つ
い

て
」
の
中
間
案
周
知
と
理
解
、
ま
た
現
在

中
間
案
と
な
る
た
め
参
加
者
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
協
力
も
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
40
分
ほ
ど
、
さ
い
た
ま
市
保

健
福
祉
局
長
寿
応
援
部　

い
き
い
き
長

寿
推
進
課　

高
橋
氏
よ
り
「
入
退
院
支
援

ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
中
間
報
告
と
概
要
に

つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
「
作
成
の
背
景
」
「
医
療
と

介
護
の
連
携
課
題
」
「
ル
ー
ル
標
準
例
」 

「
ル
ー
ル
作
成
に
つ
い
て
」 

「
中
間
案
」 

「
情
報
共
有
様
式
」
「
策
定
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト 
」
「
策
定
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
と
資
料
に
沿
っ
て
ご
説
明
を

い
た
だ
き
、
ま
た
、
資
料
は
当
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

高
橋
氏
か
ら
の
説
明
後
は
、
参
加
者

を
８
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
10
分
×
３
回
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
①
本
日
説

明
の
あ
っ
た
入
退
院
支
援
ル
ー
ル
の
疑
問

点
・
質
問
事
項　

②
病
院
と
の
入
退
院
連

携
で
困
っ
た
こ
と　

③
病
院
と
の
入
退
院

連
携
で
や
り
や
す
か
っ
た
こ
と
・
助
か
っ

た
こ
と
の
３
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
参

加
者
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。　

①
に
つ

い
て
、
「
Ｐ
Ｃ
で
の
入
力
は
可
能
か
？
」

「
メ
ー
ル
対
応
は
可
能
か
？
」
「
様
式
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３
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
「
周
知
方
法
は
？
」
「
ど

の
程
度
の
弾
力
的
な
運
用
が
可
能
か
？
」
等
、
10
分
で

は
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
活
発
な
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
後
は
他
グ
ル
ー
プ
の
意
見
や
質
問

に
つ
い
て
共
有
し
、
そ
の
中
で
「
本
人
の
状
況
は
入
院

直
前
か
？
そ
の
前
の
普
段
の
状
況
か
？
」
等
の
質
問
や

「
（
連
携
シ
ー
ト
作
成
に
よ
り
）
業
務
負
担
が
大
き
く

な
る
の
で
は
」
等
の
不
安
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

肯
定
的
意
見
と
し
て
「
（
連
携
シ
ー
ト
が
）
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
ま
っ
て
い
る
」
等
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。
②
・

③
に
つ
い
て
も
同
様
の
ワ
ー
キ
ン
グ
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
高
橋
氏
よ
り
上
記
で
出
さ
れ
た
質
問
・
意
見

に
対
し
て
、
質
疑
応
答
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
ど
う
す
る
か
等

の
ル
ー
ル
策
定
に
向
け
て
、
本
日
の
ワ
ー
キ
ン
グ
で
抽

出
さ
れ
た
課
題
も
入
退
院
支
援
ル
ー
ル
協
議
部
会
・
分

科
会
で
検
討
の
上
、
必
要
な
意
見
を
ル
ー
ル
へ
反
映
し

参
考
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

筆
者
と
し
て
は
ケ
ア
マ
ネ
の
業
務
は
多
忙
で
、
効
率

化
で
き
る
と
こ
ろ
は
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
仕
事
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
連
携
シ
ー
ト
記
載
の
負
担
は
厚

労
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
「
入
院
時
情
報
提
供
書
（
様

式
例
）
」
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

手
間
は
変
わ
り
な
い
な
と
の
印
象
で
し
た
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
等

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
日
々
変
化
し
て
い
く
の
で
新
た

な
記
載
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
情
報
の
変
化

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、
再
記
載
の
手
間
を
ど

う
や
っ
て
減
ら
し
て
い
け
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
連
携

シ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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令
和
３
年
度　

第
３
回
全
体
研
修
会

　

テ
ー
マ　

災
害
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修
会
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
ろ
う
」

開
催
日
時　

令
和
３
年
９
月
25
日
（
土
）
14
時
00
分
〜
16
時
00
分

開
催
方
法　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
リ
モ
ー
ト
方
式

第
３
回
全
体
研
修
会
は
、
災
害
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修
会
「
Ｂ

Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
方
式
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
９
月
は
防
災
月
間
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
方
面
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修
に
つ

い
て
の
案
内
や
昨
今
の
災
害
発
生
状
況
か
ら
、
当
協
会

で
も
研
修
委
員
会
で
研
修
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
経
緯
が
あ
り
、
敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム 
当
協
会 

秋

田
潔
事
務
局
長
を
講
師
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

５
つ
挙
げ
ら
れ
、

①
感
染
症
や
災
害
の
対
応
力
強
化 

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進 

③
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
取
組
の
推
進 

④
介
護
人
材
の
確
保
・
介
護
現
場
の
革
新 

⑤
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保

そ
の
う
ち
、
今
回
の
研
修
テ
ー
マ
で
も
あ
る
、
①

「
感
染
症
や
災
害
の
対
応
力
強
化
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

・
感
染
症
や
災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
利
用
者
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
さ

れ
る
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
感
染
症
対
策
の
強
化 

（
※
３
年
の
経
過
措
置
、

２
０
２
４
年
度
ま
で
に
） 

↓
厚
労
省
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
時
の
業
務
継
続
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
照
。

・
通
所
介
護
等
の
事
業
所
規
模
別
の
報
酬
等
に
関
す

る
対
応 

↓
感
染
症
や
災
害
の
影
響
に
よ
り
利
用
者

が
減
少
し
た
場
合
に
、
状
況
に
即
し
た
安
定
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
と
す
る
観
点
か
ら
、
特
例

措
置
を
設
け
る
。 

・
業
務
継
続
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
（
※
３
年

の
経
過
措
置
、
２
０
２
４
年
度
ま
で
に
） 

↓
委
員

会
の
開
催
、
指
針
の
整
備
、
研
修
の
実
施
、
訓
練

（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
実
施
等
。 

・
災
害
へ
の
地
域
と
連
携
し
た
対
応
の
強
化
（
通

所
、
短
期
入
所
、
特
定
、
施
設
系
対
象
） 

↓
訓
練

の
実
施
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ

る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

介
護
保
険
最
新
情
報 
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
９
２
６ 

• 

介
護
施

設
・
事
業
所
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
作
成

支
援
に
関
す
る
研
修
に
つ
い
て 
令
和
３
年
２
月
２
６
日

か
ら
、
介
護
施
設
・
事
業
所
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
及
び
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重

要
性
や
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
固
有
事
項
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
厚
生
労
働
省
老
健
局 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支
援

指
導
者
養
成
研
修 

介
護
施
設
・
事
業
所
に
お
け
る
自
然

災
害
発
生
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
作
成
の
ポ
イ

ン
ト
「
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
固
有
事
項
」
と
し
て
、

①
平
時
か
ら
の
対
応

・
災
害
発
生
時
、
優
先
的
に
安
否
確
認
が
必
要
な
利

用
者
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
検
討
の
上
、
利
用

者
台
帳
等
に
お
い
て
、
そ
の
情
報
が
わ
か
る
よ
う

に
し
て
お
く
。

・
緊
急
連
絡
先
の
把
握
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
連

絡
先
や
連
絡
手
段
（
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
、

メ
ー
ル
等
）
を
把
握
し
て
お
く
。

・
平
常
時
か
ら
地
域
の
避
難
方
法
や
避
難
所
に
関
す

る
情
報
に
留
意
し
、
地
域
の
関
係
機
関
（
行
政
、

自
治
会
、
職
能
・
事
業
所
団
体
等
）
と
良
好
な
関

係
を
構
築
す
る
。
そ
の
上
で
、
災
害
に
伴
い
発
生

す
る
、
安
否
確
認
や
サ
ー
ビ
ス
調
整
等
の
業
務
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
他
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
地
域
の
関
係

機
関
と
事
前
に
検
討
・
調
整
す
る
。

・
避
難
先
に
お
い
て
、
薬
情
報
が
参
照
で
き
る
よ

う
、
利
用
者
に
対
し
、
お
く
す
り
手
帳
の
持
参
指

導
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
対
応

・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

「
台
風
な
ど
で
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
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な
ど
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
休
止
・
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、
あ
ら
か
じ
め

そ
の
基
準
を
定
め
て
お
く
」
と
さ
れ
て
お
り
、
利

用
者
が
利
用
す
る
各
事
業
所
が
定
め
る
基
準
に
つ

い
て
、
事
前
に
情
報
共
有
し
、
把
握
し
て
お
く
。

そ
の
上
で
、
必
要
に
応
じ
、
サ
ー
ビ
ス
の
前
倒
し

等
も
検
討
す
る
。

・
自
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
台
風
な
ど
で
甚
大
な

被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
な
ど
に
お
い
て
は
、
休

止
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
、

そ
の
際
の
対
応
方
法
を
定
め
て
お
く
と
と
も
に
、

他
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、
地
域
の
関
係
機
関
に
共
有
の
上
、
利
用
者

や
そ
の
家
族
に
も
説
明
す
る
。

③
災
害
発
生
時
の
対
応

・
災
害
発
生
時
で
、
事
業
が
継
続
で
き
る
場
合
に

は
、
可
能
な
範
囲
で
個
別
訪
問
等
に
よ
る
早
期
の

状
態
把
握
を
通
じ
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況

の
把
握
を
行
い
、
被
災
生
活
に
よ
り
状
態
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
利
用
者
に
対
し
て
、
必
要
な
支
援

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
。

・
避
難
先
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
必
要
な
場
合

も
想
定
さ
れ
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
地
域
の

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
状
況
に

応
じ
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

調
整
を
行
う
。

・
災
害
発
生
時
で
事
業
が
継
続
で
き
な
い
場
合
に

は
、
他
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
居
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
地
域
の
関
係
機
関
と
事
前
に
検
討
・

調
整
し
た
対
応
を
行
う
。

実
際
に
は
、
こ
こ
ま
で
行
っ
て
い
る
事
業
所
は
少

な
い
の
が
実
状
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
の
目
的
と
し
て
、
「
生
命
を
守
る
」
「
継
続
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
」
「
意
思
決
定
と
周
囲
と
の
連

携
」
が
重
要
で
す
。

秋
田
事
務
局
長
が
勤
め
て
い
る
敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム

で
は
、
「
敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム 

洪
水
対
策
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」

を
策
定
し
、
有
事
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
、
訓
練
の
様
子
と
「
敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム 

洪
水
対
策

版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の
紹
介
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム 

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）　

　
　
　

『
洪
水
対
策
版
』

　

【
避
難
誘
導
班
】
行
動
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

【
緊
急
物
資
班
】
行
動
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

【
救
護
班
】　
　

行
動
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

【
事
務
課
】　
　

行
動
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

【
設
備
安
全
班
】
行
動
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

【
地
域
居
宅
班
】
行
動
計
画
マ
ニ
ュ
ア
ル 

そ
し
て
、
今
回
の
研
修
資
料
の
中
で
、
静
岡
県
介
護

支
援
専
門
員
協
会
の
Ｈ
介
護
支
援
専
門
員
の
た
め
の
災

害
時
対
応
と
し
て
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
が
作

成
さ
れ
て
お
り
、
「
か
な
り
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
こ

れ
か
ら
作
成
す
る
介
護
支
援
専
門
員
、
ま
た
は
事
業
所

と
し
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
、
ま

ず
は
一
人
で
も
っ
と
簡
単
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
回
の
研
修
参
加
に
あ
た
っ
て
の
準
備
資

料
と
し
て
、
役
所
で
配
布
さ
れ
て
い
る
洪
水
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
使
用
し
て
、
実
際
に
リ
ス
ク
を
読
み
取
る

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
広
げ
て
み
て
、

①
各
担
当
の
利
用
者
の
自
宅
が
ど
の
あ
た
り
な
の

か
、
印
を
つ
け
る
。 

②
印
を
つ
け
た
と
こ
ろ
が
、
洪
水
に
遭
う
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
、
浸
水
が
１
〜
４
ｍ
の
ど
の
あ
た

り
な
の
か
を
確
認
。 

③
各
担
当
ご
と
に
水
害
時
被
災
リ
ス
ク
表
を
作
成
。 

浸
水
レ
ベ
ル
、
居
住
形
態
、
居
住
階
、
家
族
、
避

難
支
援
の
必
要
性
を
確
認
。 

④
居
宅
の
会
議
で
被
災
リ
ス
ク
の
必
要
性
が
高
い
理

由
と
低
い
理
由
の
基
準
に
つ
い
て
、 

各
ケ
ア
マ
ネ

の
認
識
違
い
を
確
認
し
、
基
準
を
統
一
す
る
。 

⑤
医
療
度
が
高
い
場
合
は
、
特
に
一
般
の
避
難
所
で

は
受
け
入
れ
体
制
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
医
療
機
関
や
施
設
等
へ
の
受
け
入

れ
が
可
能
か
事
前
に
調
整
が
必
要
。

参
加
者
で
次
の
内
容
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
形
式
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

【
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
１
】

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
リ
ス
ク
を
読
み 

取
ろ
う

①
浸
水
レ
ベ
ル
の
高
い
利
用
者
宅
を
確
認
し
よ
う
。 

②
次
に
、
リ
ス
ク
の
高
い
利
用
者
を
２
名
程
度
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
。

③
ま
た
、
自
事
業
所
の
浸
水
レ
ベ
ル
も
確
認
し
よ
う
。

【
個
人
ワ
ー
ク
】

水
害
時
被
災
リ
ス
ク
表
を
つ
く
ろ
う
。
【
グ
ル
ー
プ
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ワ
ー
ク
１
】
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
利
用
者
を
実
際
に

リ
ス
ク
表
に
記
入
し
よ
う
。

【
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
２
】 

実
際
に
作
成
し
て
み
て
の
気
づ
き
（
良
い
点
、
疑
問

点
、
課
題
な
ど
） 

作
成
し
た
第
２
表
と
水
害
時
被
災
リ
ス
ク
表
に
つ
い

て
気
づ
い
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く

だ
さ
い
。

講
義
の
最
後
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
義
務
化
ま
で

約
２
年
と
３
か
月
で
す
。
ひ
な
形
は
沢
山
あ
り
、
ど
こ

か
ら
手
を
付
け
た
ら
よ
い
か
戸
惑
う
声
も
聞
か
れ
ま
す

が
、
細
か
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
後
回
し
で
よ
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
、
被
災
リ
ス
ク
が

高
く
、
一
人
で
避
難
生
活
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
方

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。 

次
に
、
本
人
や
家
族
の
意
向
確
認

と
と
も
に
避
難
先
を
ど
う
す
る
か
、
一
緒
に
考
え
る
こ

と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
一
度
作
成
し
た

も
の
を
例
え
ば
２
か
月
に
１
回
な
ど
、
一
つ
の
テ
ー
マ
、

課
題
を
決
め
て
見
直
し
を
少
し
ず
つ
始
め
た
り
、
居
宅

の
会
議
で
一
人
の
利
用
者
へ
の
避
難
支
援
を
話
し
合
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

令
和
３
年
度　

第
1
回 

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会

　

内
容　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
「
コ
ロ
ナ
ス
ト
レ
ス
の
発
散
」

開
催
日
時　

令
和
3
年
8
月
25
日
（
水
）　

14
時
30
分
〜
15
時
45
分

開
催
方
法　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
方
式

今
回
は
会
員
の
み
の
参
加
と
な
り
、
普
段
話
せ
な

い
よ
う
な
こ
と
ま
で
気
軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
の
研
修
で

あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ケ
ア
マ
ネ
経
験
者
、
居
宅

ケ
ア
マ
ネ
経
験
者
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
ケ
ア
マ
ネ
経

験
者
、
老
人
保
健
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
、
特
養
の
管
理
監

督
者
な
ど
が
参
加
さ
れ
、
様
々
な
視
点
で
話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。

高
齢
者
施
設
で
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た

後
、
入
居
者
の
発
熱
や
職
員
の
体
調
不
良
が
相
次
い
だ

と
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
、
ケ
ア
マ
ネ
も
含
め
て
様
々

な
職
種
が
多
く
の
調
整
を
行
い
、
施
設
の
運
営
も
大
変

な
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
家
族
と
の

面
会
も
長
期
間
行
え
て
い
な
い
状
況
も
続
き
、
施
設
に

よ
っ
て
は
リ
モ
ー
ト
方
式
で
面
会
を
行
っ
て
い
る
所
も

あ
る
。
ま
た
、
看
取
り
対
応
の
家
族
を
対
象
と
し
て
予

防
策
を
講
じ
た
上
で
面
会
を
行
え
る
よ
う
に
体
制
を
整

え
て
い
る
施
設
も
あ
っ
た
。
実
際
に
施
設
で
コ
ロ
ナ
陽

性
者
が
出
て
し
ま
っ
た
施
設
も
あ
り
、
施
設
で
は
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
職
員
は
手
指
衛
生
な
ど
の
標
準
予

防
策
を
徹
底
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て

脅
威
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
頃
の
コ

ロ
ナ
ス
ト
レ
ス
の
発
散
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
別
こ
れ

を
や
っ
て
い
る
と
い
う
具
体
例
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

発
散
し
き
れ
ず
に
い
る
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
今
回
の

サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
こ
と
で
多
少
の
ス
ト
レ
ス
発
散
に

も
つ
な
が
っ
た
と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

途
中
、
『
ぶ
っ
ち
ゃ
け
ト
ー
ク
』
と
題
し
て
、
居
宅

ケ
ア
マ
ネ
と
施
設
ケ
ア
マ
ネ
の
違
い
に
つ
い
て
話
し
合

う
機
会
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
ケ
ア
マ
ネ
自
身

の
経
験
や
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
差
が
出
て
し
ま
い
、
担
当

件
数
に
よ
っ
て
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質
に
変
化
が

現
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。

施
設
ケ
ア
マ
ネ
は
施
設
の
中
で
完
結
し
て
し
ま
う
こ

と
も
多
く
、
他
法
人
や
他
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
と
関
わ

る
機
会
が
少
な
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
本
協
会
で
行

わ
れ
る
研
修
や
サ
ロ
ン
を
通
し
、
振
り
返
り
や
学
び
の

場
が
増
え
、
他
の
ケ
ア
マ
ネ
と
の
関
わ
る
き
っ
か
け
に

な
り
情
報
共
有
が
で
き
る
と
良
い
。
『
さ
い
た
ま
市
介

護
支
援
専
門
員
協
会
』
へ
の
入
会
が
増
え
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。
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さいたま市介護支援専門員協会　ホームページのご案内

　さいたま市のホームページでは、新型コロナウイルスに関する情報や介護事業者向けの新着情報が随時更新
されています。また、今年度のさいたま市の介護保険事業者集団指導では、ホームページ上にアンケートが設
置されており、回答する（既に終了）ことによって出席したものとみなす扱いになっていました。市からの郵
送での案内が届いていない場合もあり、時々市のホームページは確認しておきましょう。
　新型コロナウイルス感染症による第６波が懸念されていますが、基本的な感染予防策として、従来と同様に
３密を避けること、会話時のマスク着用、手洗いの徹底が引き続き推奨されています。
　今冬は、ラニーニャ現象が気象庁から発表されており、ラニーニャ現象が発生すると冬の寒さが厳しくなる
といわれています。時節柄くれぐれもご自愛ください。

＊ラニーニャ現象…太平洋赤道域の日付変更線から南米沿岸にかけて、同じ海域で海面水温が平年より低い状態が１年以上続く現象

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　
さいたま市介護支援専門員協会 検索

〒 331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来 86-1
敬寿園宝来ホーム
連絡先　ＴＥＬ　048-620-0600　　ＦＡＸ　048-620-0601

  「介護保険最新情報」「社会保障審議会（介護給付費分科会）」
の内容について、随時更新しています。介護報酬改定に関するＱ＆
Ａや運営基準、新型コロナウイルスに関する情報等、掲載されてい
ますのでご覧ください。

【介護保険最新情報】
　厚生労働省から各都道府県、市区町村等の介護保険担当課等に通
知された内容について掲載しています。

【社会保障審議会（介護給付費分科会）】
　厚生労働省の諮問機関として、有識者、業界団体の代表、自治体
の代表などによって構成され、介護報酬の改定内容等について議論
を行っています。


